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資料１－１ 

利便性向上や運行効率化のための路線の再編例 
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  新たな住宅団地 

    新たな住宅団地を通らないバス路線となっている 
ケース１ 

再編後 

    過疎地の住宅でバス路線が運行されていない 

     バス路線から離れている住民は徒歩や自転車によりバス停まで移動 

既存路線 

過疎地等の交通不便地域へ路線を延伸し、交通空白地域を解消する 

新たな住宅団地を経由する路線に変更し、住民の利便性向上、 

利用促進を図る 

バス路線からデマンド型タクシーによる区域運行への転換により 

住民の利便性向上を図る 

ケース２ 

ケース３ 

🚉 

🚉 

🚉 

🚉 

🚉 🚉 

（デマンド区域運行により民家から目的地までタクシーが運行） 

フィーダー系統 

（20％を超える又は 3㎞以上の延伸） 

再編後 

再編後 🚌 🚌 

 

  新たな住宅団地 

交通空白地域 

幹

線

バ

ス 

幹

線

バ

ス 

フィーダー系統 

（20％を超える又は 3㎞以上の見直し） 


